
PCの設計 



プレストレスのロス 
　プレストレスは緊張作業中および直後，あるいは
経時的に失われる． 

 緊張作業中および直後のプレストレスのロス 
　-　コンクリートの弾性変形 
　-　緊張材とダクトとの摩擦 
　-　緊張材を定着する際のセット 
 経時的なプレストレスのロス 
　-　PC鋼材のリラクセーション　 
　-　コンクリートのクリープおよび収縮 



 緊張力⇔損失⇔導入プレストレス力 
 （１）弾性変形による損失 
 （２）摩擦による損失 
 （３）定着部のセットによる損失 
 （４）その他の損失 
 （５）PC鋼材のRelaxation 
 （６）コンクリートのクリープと収縮 



 緊張力 ⇔ 損失 ⇔ 導入プレストレス力 

：設計断面（導入）のプレストレス力


：緊張力


：初期損失（緊張作業時，緊張直後）


：経時変化に伴う損失






 基礎方程式（プレストレスのみ） 

σU：上縁応力度(MPa)，σL：下縁応力度(MPa) ， 
Pi：プレストレス力(N)，e：偏心距離(mm) 
I：断面2次モーメント，A：はりの断面積(mm2) 
y’cとyc：図心からの距離(mm) 
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